
６月 28日のフリー参観では，たくさんの保護者の皆様にご参加いただきありがとうございました。
参観日に常に感じることは，「子供たちは，自分の頑張っている姿を保護者の方々に見てもらいたい
のだな・・・」ということです。また，保護者の方々から「頑張っていたね」「よくできていたね」
という称賛の言葉をもらい，認めてもらいたいという気持ちが強いと感じます。
そのような子供たちの姿を見ていると，やはり学びには，「がんばろう」「やってみよう」という

「意欲」が欠かせないと確信します。さらに，失敗しても諦めずに「もう一度やってみよう」「もう
少し頑張ってみよう」「やり方を変えるとできるかな？」等という，「学びに向かう力」があれば，
確実に学びは深まるとも思います。よく「確かな学力」という表現が使われますが，私は「確かな学
力」の根底として，この「学びに向かう力」が何より大切であると考えています。（本校グランドデ
ザインにも明記しています。グランドデザインは，ＨＰにも掲載しています。）
本年度は，テストの点数だけにこだわるのではなく，一人一人が課題に向けて頑

張ろうとする姿勢を認め，励ましながら学習に取り組ませることに重点を置きます。
また，本年度は，「家庭学習の手引き」を見直し，「自主学習の取組」についても

追加しました。各ご家庭でも，子供たちの学びに向かう姿勢を認め，励まし，時に
はアドバイスをしていただけるとよいかと思います。学校・家庭が連携しながら，
「学びに向かう力」を育てていきましょう。ご理解・ご協力を引き続きよろしくお
願いいたします。

【創立１５０周年記念事業について】
５月 31日の集会では，息栖神社様よりヤマザクラ２本を寄付・植樹させていただきました。

また，６月 27日には全校児童・職員で校章を形取った航空写真を撮影しました。
様々な行事を経験し，ますます「愛校心」が育っている園部小の子供たちです。
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「学びに向かう力」の育成に向けて

いじめが社会問題化して 30 年以上になります。この間，多くの不幸な出来事があり，各校でも
様々な取組がなされてきました。いじめは，いじめを受けた側や行った側ばかりでなく，周囲の子
どもも含め全ての子どもの心身の健康や人格の形成に大きな影響を及ぼすものであり，絶対に許さ
れることではありません。本校でも，毎月，いじめを把握するための「アンケート調査」や日常的
な子供たちとの対話から，早期発見・早期対応をすべく取り組んでいます。
何より大切なのは，子供たち一人一人が「いじめは絶対に許されないこと」を理解し，いじめを

自分事として考えながら学校生活を送ることです。６月 26 日に実施した「小小連携いじめ防止フ
ォーラム」では，事前に各学級でスローガンを考え，東成井小学校の子供たちと共有し合い，いじ
め防止に係る意識を高め合いました。今後も，教育活動全体を通して，いじめ防止に取り組んでい
きたいと思います。

いじめは許しません！～いじめ防止フォーラムを通して～


